




所属 1) 聖心女子大学文学部国際交流学科  
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1954 年採択）等に見られる直接的な第二次世界大戦への反省の時期を経て、 1960 年代に
は、「景観や史跡の美と特性の保護に関する勧告」（ Recommendation concerning the 
Safeguarding of the Beauty and Character of Landscapes and Sites、1962 年採択）や  「公
的 又 は 私 的 の 工 事 に よ っ て 危 険 に さ ら さ れ る  文 化 財 の 保 存 に 関 す る 勧 告 」
（Recommendation concerning the Preservation of Cultural Property endangered by 


























て実現した。1972 年 11 月 16 日、第 17 回ユネスコ総会の場でのことである。国際社会が
変化し、人間環境を省み、国際協力が強調される時代背景があったからこその結晶であっ
たといえよう。  
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3 世界遺産制度の中での国際協力の方法  
1)世界遺産基金  














































整理され、現行制度では第 235 項に則って実際的に申請案件を緊急援助（ Emergency 











































げられる。災害時などの緊急支援のためには 7 万 5000 米ドルが目安とされ、該当する締
??????? 
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おこなってきた実業家の寄附による国連財団 (United Nations Foundation)が、世界自然遺



























































 ユネスコが 2001 年に「文化的多様性に関する世界宣言」 (Universal Declaration on 
Cultural Diversity)を発出した後、 2002 年末の国連総会では、「対話と発展のための文化
多様性」を強調している。行動、潮流を方向づけるための記号としての言葉はきわめて重
要である。国際協力を考える際に重要となる３Ｄ「多様性、対話、発展（もしくは開発）」
（Diversity, Dialogue, Development）  をキーワードとして、その意味を熟考しつつ、世
界遺産が抱える５Ｃ「保全活動、信用性確保、能力育成、情報共有・普及活動、コミュニ
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